
　高齢者に係る相談

　障がいに係る相談

福祉まるごと相談室　☎（６３）８３６９
　鹿沼市では、「向こう三軒両隣 笑顔あふれるやさしいまち かぬま」を合言葉に、赤ちゃんから高齢者まで、みん
なが健やかに笑顔で暮らせるまちを目指しています。
　その取り組みのひとつとして、福祉に関するさまざまな悩みが相談できる窓口を設置しています。
　「どこに相談したらいいのかな？」というときも安心。解決に向けた相談や、利用できる福祉サービスについて、
各窓口で丁寧にご案内します。

「どこに相談したらいいかわからない」等の相談に対応します。
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介護のこと、健康のこと、権利を守ること、高齢者に関するその他いろいろな
相談に対応します。

障がいがある人およびその家族に対し、生活上のさまざまな相談に応じ、
必要なサービス等の紹介を行います。

子育ての悩み、子どもの発達、家庭・学校生活、ひとり親家庭支援などの相談に専門職員が対応します。

生計や就労等、今後の生活に不安をもつ人の悩みを専門の支援員が相談支援します。

妊娠期から子育て期までの切れ目ないサポートを行う窓口です。
妊娠に関すること、出産、子育てについてなどの相談に対応します。

食事の量が減った、からだがだるい、眠れない、口数が減った、
大切な人の様子がいつもと違うなどのこころの健康相談に対応します。

社会的に孤立感・孤独感などさまざまな生きづらさを抱えている人の話を伺い、ともに考え、寄り添いながら支援します。

女性の離婚やDV被害（夫やパートナーなど親密な関係にある男性から受ける暴力）等
困難な問題を抱える女性に関する様々な相談に対応します。

　福祉に係る全般的な相談

　こども・子育てに係る相談

　生活困窮に係る相談

　その他

福祉に関する
お悩みごとの相談窓口

切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

お住まいの地区を担当する地域
包括支援センターの連絡先は右
の二次元コードから▶

福祉まるごと相談室

地域包括支援センター（統括）

障がい児者基幹相談支援センター

健康課母子健康係 いちごっこかぬま

こども・家庭サポートセンター

生活相談・支援センター のぞみ

こころの健康相談 健康課市民健康係

ひきこもり地域支援センター あかりテラス

こども・家庭サポートセンター 女性・家庭相談係
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ち
が
い
を
認
め
、と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
へ

多
文
化
共
生
…
国
籍
や
民
族
が
異
な
る

人
々
が
互
い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
、対

等
な
関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
地
域

社
会
を
と
も
に
生
き
て
い
く
こ
と

　
市
で
は「
か
ぬ
ま
多
文
化
共
生
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
、外
国
人
住
民
も

同
じ「
鹿
沼
市
民
」と
し
て
、と
も
に

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、多
文
化

共
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
内
に
暮
ら
す
外
国
人
住
民
は

現
在
２
０
０
９
人
と
過
去
10
年
間

で
２
倍
に
な
り
、市
人
口
の
2.2
％
を

占
め
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
国

籍
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
45
％
と
最
も
多

く
、次
い
で
イ
ン
ド
ネ
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％
）、

中
国（
８
％
）、フ
ィ
リ
ピ
ン（
６
％
）、

パ
キ
ス
タ
ン（
５
％
）と
な
っ
て
い
ま

す（
令
和
７
年
10
月
）。

　
ま
た
、小
中
学
生
で
日
本
語
指

導
が
必
要
な
児
童
生
徒
も
増
え
て

お
り
、支
援
の
充
実
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
８
月
23
日
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国
人
版
か

ぬ
ま
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来
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」を
開

催
し
、市
内
の
外
国
人
住
民
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。「
住
み
や
す

い
鹿
沼
を
い
っ
し
ょ
に
つ
く
る
」

を
テ
ー
マ
に
、鹿
沼
市
の
い
い
と

こ
ろ
、こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
、日
常
の
困
り
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
、市
長
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
で
は「
多
言
語
情
報
の
発

信
」の
取
り
組
み
と
し
て
、ご
み

の
出
し
方
や
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
の
行
政
文
書
、広
報
か
ぬ
ま

や
か
ぬ
ま
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
動

画
を
多
言
語
で
作
成
し
、外
国
人

住
民
へ
の
必
要
な
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
の
国
際
交
流
協
会
で

は
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人
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窓
口（
ポ
ル
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ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、英
語
、ベ

ト
ナ
ム
語
、日
本
語
に
対
応
）、外

国
人
児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
指

導
、文
化
理
解
講
座
、学
生
の
海

外
友
好
交
流
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
住
民
と
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
は
、生
活
習
慣
や
文
化

的
な
違
い
が
原
因
で
生
じ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
外
国
人
住
民
も
同
じ
地
域
の一

員
で
す
。
ま
ず
は
、互
い
の
文
化

な
ど
を
知
っ
て
興
味
を
持
つ
こ
と

か
ら
、多
文
化
共
生
の
第
一
歩
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　
鹿
沼
市
国
際
交
流
協
会
は
、

多
文
化
共
生
と
国
際
交
流
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
外
国
人
相
談
窓
口
と
し

て
日
々
の
生
活
相
談
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、多
文
化
共
生

講
座
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、文
化
や
生
活
習
慣
の

違
い
な
ど
か
ら
来
る
お
悩
み

ご
と
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
日
本
人
の
方
も
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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民

興
味
を
持
つ
こ
と
が
第一歩

▲ 外国人版かぬま未来ミーティングで意見交換する外国人住民の参加者

▲外国人版かぬま未来ミーティングに参加した皆さん

▲市国際交流協会が運営する外国人相談窓口

ＫＩＦＡ 鹿沼市国際交流協会（Kanuma International Friendship Association）
文
化
の
違
い
や
生
活
習
慣
の

悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

外国人相談員
行本　リジアさん（右）
ホアン　ティ　ハンさん（左）

■ 小学生　■ 中学生
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